
発
行
●
北
海
道
大
学

こ
の
リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
●

http://w
w
w
.hokudai.ac.jp/bureau/populi/

建
築
設
計
図
が
語
る
北
大
の
歴
史  

工
学
研
究
院　

池
上
重
康

【
第
20
回
】　
　
　

　

南
門
（
旧
札
幌
農
学
校
正
門
）

◆建築基本データ
所在地:札幌市北区北8条西5丁目
建築年:明治37（1904）年、  昭和11（1936）年移築
構　造:煉瓦造＋石造
設　計:文部大臣官房建築課札幌出張所（新山平四郎）
施　工:大島喜一郎
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■リテラポプリ編集委員
 逸見　勝亮（理事） 
 野坂　政司（情基セ）
 村松　正隆（文学）
 圦本　尚義（理学）
 池上　重康（工学）

■リテラポプリ編集協力
 科学技術コミュニケーション教育研究部 （CoSTEP）

 露崎　史朗（地球環境）
 鍋島　孝子（メディア）
 海津　　裕（農学）
　伊藤　仁浩（広報課）

2005年6月に植樹したポプラ
（2010年6月15日撮影）

■本誌に関するご意見をぜひお聞かせ下さい。
■本誌は北大構内で無料配布しています。
　郵送のご希望もお受け致します。
■連絡先：北海道大学総務部広報課
　〒060---0808　札幌市北区北８条西５丁目
　TEL：（011）706---2610 　FAX：（011）706---4870

̶

◎
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次
代
に
引
き
継
ぐ

●現在の南門

●大正 14（1925）年 8月撮影の正門
　（北大総合博物館所蔵）

●
季
刊 

リ
テ
ラ
ポ
プ
リ
41
号

２
０
１
０
年
７
月
発
行

●札幌農学校正門之図（北大施設部所蔵）

　

現
在
、「
北
海
道
大
学
南

門
」と
な
っ
て
い
る
煉
瓦
の

門
は
、
現
在
の
正
門
の
位

置
に
あ
っ
た
も
の
を
移
設

し
た
も
の 

に
な
る
。

　

昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）

年
の
正
門
を
は
じ
め
と
す

る
各
所
門
や
塀
の
改
装
計

画
で
は
、
南
門
に
は
正
門

と
同
様
、
新
た
に
石
造
の

門
を
設
け
る
予
定
で
あ
っ

た
。『
北
海
道
帝
国
大
学
新

聞
』
の
記
事
に
は
「
う
ら

ぶ
れ
た
感
じ
の
正
門
」と
か

「
く
す
ん
だ
灰
色
の
門
、
古

色
豊
か
な
煉
瓦
造
り
の
正

門
が
、
今
春
か
ら
明
朗
近

代
色
の
石
造
に
美
化
さ

れ
」な
ど
、
旧
し
い
煉
瓦
の

門
が
建
て
替
え
ら
れ
る
こ
と
を
歓
迎
す
る

文
面
が
踊
る
。
し
か
し
門
塀
の
改
装
工
事

の
途
中
で
、
煉
瓦
の
正
門
を
「
南
通
用
門
」

と
し
て
残
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
設
計
図
面

や
旧
写
真
と
現
状
の
写
真
を
見
比
べ
る

と
、
現
状
で
は
門
柱
頂
部
の
笠
石
の
下
が

短
い
。
単
純
に
移
設
し
た
だ
け
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
る
が
、
そ
の
経
緯
は
詳
ら
か
で
な

い
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
煉
瓦
の
旧
正
門
は
明
治

三
七
（
一
九
〇
四
）年
に
、
演
武
場
（
現
札

幌
市
時
計
台
）の
あ
る
北
一
条
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
現
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
工
事
の
締

め
く
く
り
を
飾
る
も
の
と
し
て
設
計
さ
れ

た
。
焼
き
過
ぎ
の
赤
煉
瓦
と
瘤
出
し
仕
上

げ
の
札
幌
硬
石
（
安
山
岩
）
を
交
互
に
積

み
、
そ
の
上
に
亀
甲
切
り
の
硬
石
を
載
せ
、

笠
石
を
頂
く
。
設
計
は
、
お
そ
ら
く
文
部

大
臣
官
房
建
築
課
札
幌
出
張
所
長
心
得

（
後
に
出
張
所
長
）
の
新
山
平
四
郎
で
あ

る
。

　

こ
の
赤
煉
瓦
と
石
の
ス
ト
ラ
イ
プ
模
様
の

デ
ザ
イ
ン
・
モ
チ
ー
フ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

全
国
に
現
存
す
る
同
様
の
デ
ザ
イ
ン
の
正

門
は
、
旧
四
高
（
金
沢
）、
旧
五
高
（
熊

本
）、
旧
八
高
（
名
古
屋
：
現
明
治
村
正

門
）、
九
州
大
学
な
ど
に
あ
る
。
前
二
者
は

明
治
二
〇
年
代
、
後
二
者
は
明
治
四
〇
年

代
に
造
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
石
部
は
平

滑
仕
上
げ
で
あ
る
。
当
時
の
札
幌
農
学
校

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
同
様
の
デ
ザ
イ
ン
を
求
め

る
と
、
現
存
す
る
煉
瓦
造
の
図
書
館
書
庫

の
隅
部
に
瘤
出
し
の
硬
石
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
文
部
省
の
標
準
設
計
的
な

も
の
に
則
り
な
が
ら
も
、
学
校
の
顔
と
な

る
べ
き
デ
ザ
イ
ン
を
、
既
存
の
施
設
か
ら
引

用
し
た
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
い
け
が
み　

し
げ
や
す
）


